
当院の理念  基本方針  患者さまの権利 

人が『生ある限り』、生

きる価値を万分の一で

も日々享受するための

援助を目指す。  

病める人が適応できる

社会作りに努力する。 

医学的に確かな基礎

に基づいて、日々研鑽

を重ね常に心身ともに

最高の技術を持って医

療に奉ずる。 

 患者さまを中心とした、多職種からなる

総合的なチーム医療を実施します。 

患者さま自身による「選択」を重視しま

す。 

入院治療の最大の目標は、患者さま

のご自宅での生活への復帰です。 

患者さまの尊厳の重視と生活の質の

向上をめざします。 

病院職員の研修と研鑽に努めます。 

医療職種の育成に貢献します。 

病院の安定的な運営に努めます。 

 患者さまは、治療の目標

や方針を「選択」する権

利があります。 

患者さまは、尊厳が守ら

れ、日常生活を豊かに過

ごす権利があります。 

患者さまは、適切かつ安

全な医療とリハビリテー

ションを受ける権利があ

ります。 

患者さまは、プライバシ

ーが守られる権利があり

ます。 

 

 
 

 

 

交通のご案内 

 神戸高速鉄道･山陽･阪神高速長田駅、神戸市営地下鉄長田駅、または JR 兵

庫駅からバスまたはタクシーをご利用ください。 

 市バス④系統（兵庫駅または高速長田駅より乗車）で花山 2 丁目下車、交差

点を左に折れてすぐ。 

 車での来院は、市道長田箕谷線の花山町北（信号）を北折、突き当たり T 字路

を右折してすぐ。 

駐車場のご案内 

 お車での来院時は、当院正面玄関西側の駐車場または花山 2 丁目交差点バ

ス進行方向に進み左手にある第 2 駐車場をご利用ください。駐車場出庫の際に

はコイン（受付で販売）が必要です。 

ご面会の方へのおねがい 

 面会時間は制限していませんが 23 時に施錠いたします。夜間にお越しの方は

あらかじめご連絡ください。なお、入院患者さまへの感染予防のため、発熱・下

痢・嘔吐のある方は入室をご遠慮ください。また当院は全館禁煙ですのでご協

力ください。 

医療法人社団康人会

適寿リハビリテーション病院

653-0876 神戸市長田区花山町 2 丁目 11 番 32 号

電話 078（612）5533  FAX 078（612）5535

http://www.Tekiju.com

 

住み慣れた地域の、 

親しみあるご自宅で、 

また再び、安心して生活するために、 

今、リハビリテーションを。 

Tekiju
Rehab
 



適寿リハビリテーション病院では、回復期リハビリテーション病棟を 83 床設置し、40 人以上のセラピストにより、脳血管疾患や

運動器疾患、また長期臥床によるお身体の障害の機能回復のために、月～土の毎日リハビリテーション（個人対応で1日最大3

時間）を行っています。障害の重い患者さまにも、ご自宅で生活していただくことを目標としたリハビリと環境整備の支援を行って

います。入院のご相談は、医療社会福祉相談室までお問い合わせください。 
 

 

 

 

 

 理学療法     

 起きる、立つ、座

るなどの基本的動

作を改善するため

の 運 動 療法 、 温

熱･光線等によっ

て身体の痛みを

和らげる物理療法

などを行います。 

 作業療法             

 洗面や着替えなど、日常生活に

必要な身の回りの基本動作の練

習、家事や社会生活、趣味活動な

どの応用動作の練習を行います。 

 園芸療法              

 中庭には、花、鯉の泳ぐ池、散策路な

どがあり、屋外でのリハビリや楽しみな

がら草木を育てる園芸療法を行います。

 栄養管理（NST）  

 栄養管理チームが栄養

改善を行い、褥創の予防

や免疫状態・全身状態の

改善に役立てています。 

サンルーム*花

 コーヒーやサ

ンドイッチなど

軽食をご用意

しています。 

 外来診療             

 リハビリテーション科（脳血管障害

や運動器障害に対するリハビリテー

ション治療）、内科（高血圧などのメ

タボリック症候群や脳神経内科）、

小児科、アレルギー科の外来診療

を行っています。 

福祉用具      

 障害に合わせてパー

ツの組替えが可能な

車いすや介助を支援

する移乗用リフト、姿

勢を快適にする座クッ

ションなど、リハビリテ

ーション病院ならでは

の先進的な福祉用具

を提案しています。 

言語聴覚療法         

 失語症や構音障害に対

して声を出す練習や言葉

の練習を行います。 

 

摂食･嚥下機能療法    

 食べる、噛む、飲みこむ

などの練習を行い、栄養

状態や身体機能の回復

をはかるとともに、食形態

をくふうし、経口摂取がで

きない方にも少しでも味

覚を感じていただけるよう

努めています。 

アレルギー教室          

生活習慣病教室          

 気管支喘息やアトピー性皮

膚炎などアレルギー疾患につ

いて専門医師による講習会、

および高血圧・糖尿病・高脂血

症など生活習慣病について専

門医師と管理栄養士による講

習会を行っています。 

病棟でのリハビリ看護          

 患者さまの病棟での毎日の生活がリハビ

リにつながるよう看護を行っています。また

医療安全に配慮しながら褥創予防や院内感

染の防止に努めています。 

病 室            

快適な入院生活を過ごして

いただけるよう、病室には移

乗用リフト、電動ベッド★を設

置し、お隣の方とは間仕切り

家具★で仕切り、プライバシー

と居住性に配慮しています。 
★一部の部屋をのぞきます。 

 退院指導と家屋訪問               

 患者さまの入院中に、医師・看護

師・セラピスト・医療ソーシャルワー

カー等がご自宅を訪問し、退院後の

生活を再現したリハビリに役立てた

り、家屋改造等、退院後の生活の準

備・環境整備の支援を行います。 




